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Ⅰ．はじめに
我が国は今，2020年の東京オリンピック・パラリ
ンピック競技大会に向けて，ICTのサービスやイン
フラの整備を加速し，社会全体の ICT化を図って
いるところである。2016年度に総務省のまとめたア
クションプラン1）では，世界最高水準の ICTイン
フラとして，臨場感の向上と感動の共有を目指した
4K・8Kの推進を挙げている。その推進体制とし
て，同年5月，一般社団法人映像配信高度化機構を
設立2）した。そして，高度な映像配信サービスを実
現し，公共空間の大画面に対して臨場感ある4K・
8Kの映像配信を実現する検証を，2016年度に6タ
イトル7コンテンツに対して全国10箇所を選択3）
し，実証実験を行った。
四国大学（以下，本学という）では，2017年3月
10日に，これらのうち5番目にあたるインターネッ
トによるダウンロード型実証実験を実施した。筆者
らはこの実証実験に協力し，対象の4K映像を受信
する複数回のテストと本番を実施し，そのコンテン
ツを用いてパブリックビューイングを行った。本稿
は，映像配信の受信側における一連の作業と検証結
果を整理し，報告するものである。
Ⅱ．実験の趣旨と四国大学の関わり
総務省情報通信国際戦略局情報通信政策課は，平
成29年2月16日，全国知事会オリパラ連絡調整会議3）
において，高度な映像配信サービスのアクションプ
ランを二つ示している。一つは，2020年東京大会に
向け，4K・8K及び超高臨場感技術といった我が
国の世界最先端の映像技術を組み合わせたショー
ケースとして，世界各国に対して新しい楽しみ方，
リアルな映像体験を体現することである。そしても
う一つは，レガシーとして地域の子どもや年寄り等
の誰もが，4K・8Kで文化・芸術・伝統芸能等の
映像を楽しめる環境を構築，地域創生に資するとと
もに，映画館，美術館への4K・8Kコンテンツ配
信に係るビジネス市場を活性化させることである。
そのためのトライアルとして，2016年11月に NHK
大分放送局が大相撲九州場所を専用線でライブ実験
したことを皮切りに，2017年2月には佐賀バルーン
ミュージアム（アーカイブ），渋谷マークシティ（ラ
イブ）でもライブ実験が行われた。そして，これら
に続いて2017年3月10日，本学の音楽ホールを会場
に，読売日本交響楽団「シューマン ピアノ協奏曲
イ短調」（アーカイブ）上映に至っている。
ダウンロード型（公衆回線）の4K・8Kコンテ
ンツ上映に係る配信検証では，一般のインターネッ
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図1 学生が受信している様子
ト回線を使用して4K映像データを送受信する。こ
のとき，受信側の現場担当者の存在が不可欠で，さ
らにパブリックビューイングのための会場設営や，
一般住民への周知に加え，4K映像上映時にコンテ
ンツの価値を判断できる一定レベルの視聴者層の確
保などが必須となる。一方，本学では学生が4K映
像の制作を専門に学んでおり，そのような学生が実
証実験に携わることができれば，より多くの専門的
な学びにつながることが期待できる。
平成28年11月15日，映像配信高度化機構から地元
民放 TV局である四国放送（株）を通じて筆者らに
協力依頼があった。四国放送（株）と本学は，平成
27年7月に「連携協力に関する協定書」を締結して
いる。そこで，この協定に基づいて，本学で社会連
携を担当する社会連携・国際課に相談した結果，映
像配信の専門的な情報交換が頻出することを考慮し
て，メディア情報学科が窓口となり実施することと
なった。（一社）映像配信高度化機構の実施担当者
は，日本テレビ放送網（株）インターネット事業局，
（株）日テレアックスオン，NiTRO（（株）日テレ・
テクニカル・ソリューションズ）である。
こうして，4K映像上映会（平成29年3月10日開
催）の主催者として，日本テレビ・四国大学・四国
放送・日テレアックスオンの4者が決まった。
Ⅲ．映像配信報告
本会で上映したコンテンツは，平成29年2月28日
に川崎市のミューザ川崎シンフォニーホールにて行
われた「読響シンフォニックライブ」の一部を収録
したもので，指揮・田中祐子，ピアノ・小林愛美に
よるシューマン作曲「ピアノ協奏曲 イ短調」であ
る。本稿では受信側における報告に内容を限定し，
収録時における構成，機材，スペックなどの説明は
割愛する。
上映用コンテンツは，QFHD59．94P XAVC600M
600Mbps・32分24秒00フレームで，容量は129GB
（138，949，554，224B）である。この映像データを，
東京・汐留の日本テレビタワー内に構築した配信用
サーバから四国大学情報メディア館3階の U308室
に設置した実習用パソコンにダウンロードした。図
1にダウンロードに携わる学生の様子を掲載する。
日本テレビ側の配信用サーバの構成は表1の通
り4）であり，本学側の受信用パソコンの環境は表2
の通りである。
FTPサーバはセキュリティーに配慮した SFTPで
あり，本学のクライアント PCではWin SCP5．9．3
を用いた。ダウンロードは一括に行う場合と分割で
行う場合の2種類の方法で比較した。このファイル
分割には DIV2ver2．30を用い，結合時には DIV2
が出力する mergeプログラムを使用した。ダウン
ロードの検証結果は表3の通りである。
ファイル分割の場合は，映像を6～7分ごとに分
割し，対象データの分割数は5である。これはテス
トデータを用いて事前に検証し，分割・結合にかか
る時間を考慮して合理的に決定した数値である。5
つに分割して受信した映像データは，mergeプログ
ラムによって一つに結合した。そのプログラムの中
身は，1番目のMXFファイルに DOSの copyコマ
ンドを実行することによって2番目以降のMXFフ
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ァイルを単純に併合していくだけのものである。こ
の単純な作業の結果として作成されたファイルでは
あるが，fcコマンドで一括伝送したファイルと比
較したところ，完全一致していたことが確認できた。
4K映像データは大容量であり，一般のインターネ
ット回線では一度にデータを伝送するときのリスク
を避けられない。しかし，このように分割伝送する
ことにより，エラー部分だけを選択して再送信でき
種 別 名 称 ・ 型 番 等 備 考
サーバー ぷらっとホーム Openblocks monster V4
OS Debian GNU/LINUX7．11 Openssh−server1：60p1－4
素材用 HDDドライブ BUFFALO HD−H1．OUT31TB USB2．0exFAT
インターネットアクセス
ルーター NTT PR－500MI
インターネットサービス
プロバイダ IIJ IPv4固定アドレス
足回り回線 フレッツネクスト ギガファミリースマートタイプ NTT東日本
一括ダウンロード方式 分割ダウンロード方式
長所 スループットは高い ダウンロードに失敗したファイルがあっても，当該ファイルのみ転送し直せば大丈夫
短所 ダウンロードに一部でも失敗すると，最初からやり直しとなる ファイルの分割，マージに時間がかかる
実施日時 3月6日 10：59より 3月7日 10：19より
ファイル分割数 ― 5（27．9GB×4＋17．6GB×1）
ダウンロード時間 2時間14分36秒 2時間11分20秒
転送速度（目視） 14，856～18，466KB/s の間で変化 16，681～18，014KB/s の間で変化
転送速度（平均） 131Mbps 135Mbps
マージ時間 ― 1時間52分16秒
種 別 名 称 ・ 型 番 等 備 考
PC マウスコンピュータ製 intel Core i7－5820K
OS Windows7Professional ServicePack1
保存用 HDDドライブ I−O DATA HDPD−AUT1 1TB USB3．0exFAT
インターネットサービス
プロバイダ 学術情報ネットワーク（SINET）
足回り回線 Ethemet専用線（帯域保証型）1Gbps
表1 配信用サーバの構成
表2 受信用クライアント PCと受信設備
表3 上映用データの受信実験結果
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図2 学内設置看板
図3 上映会受付の様子
るなど，自由度の高い配信が可能となる。今回の実
験を通じ，このことを実際に確認できた意義は大き
いといえる。ただし，fcコマンドの実行時間は長
く，本クライアント PCのスペック（表2参照）で
は17時10分に実行し始めたところ21時になっても終
了せず，翌朝8時の時点でディスプレー上に「相違
点は確認されなかった」というメッセージを確認し
た。この分割伝送後に結合した映像データは，上映
会の前日に，再生用 SSDへ USB3．0でコピーした。
コピーに要した時間は45分（転送速度は393Mbps）
であった。
Ⅳ．4K映像上映会報告
4K映像上映会は四国大学古川キャンパスの北西
部にある音楽ホールで行った。音楽ホールの席数は
270であるが，4Kプロジェクターや PA卓などを設
置すると，着席できないスペースができ，実質245席
となった。パブリックビューイングを行う観点から，
地域住民50名を四国放送（株）がテレビの告知 CM
で募集した。また，残る席に来賓，自治体関係の招
待者，本学教職員，学生，高校生を，合わせて約200
名募集して，全体で250名となるように調整した。
四国放送（株）によるテレビ CMは，2月16日
から2月27日までスポットで放送されたが，CM放
送開始から数日で予定の数を上回った。一方，学生
はというと，春休みでもあり，当初120名を想定し
ていた希望者数が74名にとどまった。教職員は20名
と予想していたところ38名に，来賓・招待は20名の
想定が35名になった。しかし，高校生2名を加えて
も想定数には満たなかった。そこで，参加希望の多
い地域住民の当選数を増やすこととし，歩留まりを
考慮してこれを120名とした。こうして，文字通り
パブリックビューイングが実現することとなった。
チラシは，当初写真の入っていないものをカラーコ
ピーすることで参加者募集を開始し，写真と QR
コードが載った正式なチラシは後に配布した。チラ
シは1，000枚印刷し，四国放送（株）と本学にそれ
ぞれ500枚を割り当てた。本学では全教職員に学長
名による案内文書をつけて，ひとり各1枚を配布し
た。地域住民の入場希望者から，四国放送（株）が
当選者を選抜し，裏面に上映会招待状を印刷したハ
ガキを送付した。来賓・一般招待者には実証実験招
待状と会場マップを送付した。特に来賓には，特別
駐車場の案内と駐車許可証を同封した。
当日，一般駐車場には東学生駐車場を開放し，来
賓以外はこの駐車場に誘導した。誘導係には四国放
送（株）社員1名，学生2名，警備員1名があたっ
た。上映会実施の看板は，正門及びホール前に設置
し（図2），駐車場の位置を示す看板はキャンパス
内の交差点2箇所に設置した。
受付及び案内係には四国放送（株）社員2名，本学
教員4名，学生2名があたった（図3）。
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MCは四国放送（株）の森本晴香アナウンサーが担
当した。全体では，NTV，アックスオン，NiTRO，
MRIのスタッフ14名が進行・上映及びアンケート
を実施し，会場内と駐車場に警備員各1名を配置し
た。また，四国放送（株）職員6名，本学教員4名，
学生4名が会の進行を補助し，総じて30名が上映会
実施スタッフとして与えられた任務を全うした。
上映会の構成は，4K映像の特徴と本実証実験の
趣旨説明，四国大学松重学長，総務省四国総合通信
局佐藤局長，徳島県熊谷副知事が順に挨拶し，四国
放送漆原社長の紹介，日本テレビ水卜アナウンサー
のメッセージに続き，読売日本交響楽団のピアノ協
奏曲イ短調を上映した。その後，15分間のアンケー
ト時間をとった後，特典映像「特宝～ウルトラマン
放送50年のお宝大集合～」，「五感で旅する世界の美
術館」を上映した（図4）。
上映会のアンケートは三菱総研が集計分析を実施
し，実証報告に載せられるが，筆者らはこれとは別
に，直接来場者から「大変良かった」という声を口々
から聞くことができた。上映の系統は図5の通りで
ある。
上映した4K映像は，ソニーのメディアプレイ
ヤー PMW−PZ1から本番用に1台，特典映像2本
に各1台割り当てて送出した。これら3台の PMW
−PZ1からの信号は，Smart Video hub（BMD）に
よって2系統に切り替え，簡易的なスイッチャー
BARCO E2に入力した。また，オーディオでエン図4 上映会の様子
図5 上映設備の系統
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ベデッド用に分配した。タイトルやパワーポイント
の表示はMacから HDMIで BARCO E2に HD解
像度で入力し，アップコンバートした。最終的に
は，3G−SDI×4本で，4K対応プロジェクター
BOXER4K30に入力した（図6）。
音響は，サラウンド設備としてアンプとスピー
カーを仮設した。電源は，4K対応プロジェクター
BOXER4K30のために200V単相電源が必要であ
り，発電機を積んだトラックをホールに近接した駐
車エリアに駐車して，そこからケーブルを引いた。
Ⅴ．おわりに
今回，日本テレビ関係各社のスタッフとともに，4
K映像データの伝送実験やパブリックビューイング
を実施できたことは，実に貴重な経験となった。セ
ッティング時には空調のゆらぎで映像が流れる光の
波を目の当たりにしたり，ホールの床や壁に反射す
る映像や音に神経質になったりと，調整には高精細
映像とサラウンドが故の特別な繊細さが要求され
た。だからこそ，275インチの大画面に4K映像が
映し出されると，まるでその空間にいるかような錯
覚にとらわれた。シューマンのピアノ協奏曲上映が
終わったあと，映像の中で起こる拍手につられ，会
場でも拍手が起こった。これは，超高臨場感の実現
を物語るものである。今回上映した4K映像は，時
間をかけてダウンロードしたデータのパーツを，受
信後にひとつの完全データに結合することで，上映
用データファイルを完成させた。そう表現すると難
しそうに聞こえるが，このために用いた難しい技術
は特になく，一般の人にもすぐに利用できるような
ものである。したがって，このことだけをとっても，
ひとつの可能性が検証できたと思われる。一方で，
本上映会では，地域住民が本学で得難い時間を共有
できたこと，学生が現在の最も新しい技術と高い文
化を観て感じる機会が持てたこと，これらの技術や
文化において国を代表する高度な専門家が本学に集
まったことなど，たくさんの素晴らしいことが実現
した。これは，全てにおいて緻密に，しかもスピー
ディーに準備を行い，本番を滞りなく総理した四国
放送（株）の企画・遂行力によるところが大きく，
何にも増して敬服の念を抱くとともに感謝の念に堪
えない。
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図6 上映用プロジェクターと操作卓
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抄 録
我が国は現在，2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて，臨場感の向上と
感動の共有を目指した4K・8Kの推進を行っている。筆者らは，そのための総務省の実証実験に
協力し，2種類の方法で4K映像をダウンロードした。そして，受信した分割データを結合させた
映像データを用いてパブリックビューイングを行った。本稿は，その受信側における検証報告を行
うものである。
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